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しさ＞＜不安を感じる FA 学童へ原因食物摂取を促す難しさ＞＜ FA 学童の意思を確認する難しさ＞





　食物アレルギー（Food Allergy：以下 FA とす
る）の学童は、近年増加している。文部科学省
の調査によると、小学校全体の FA の有病率は、















　FA は幼少期に発症し、学童期までに約 8 ～ 9
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得できなかった FA は、耐性を獲得した FA に比
べて、有意にアナフィラキシーショックの既往
があり、重症例が多いと報告されている（今井
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護師 11 名であり、男性が 1 名、女性が 10 名
であった。研究参加者全員が PAE の認定を受
けた看護師で、FA 学童の看護経験は 5 年以上
であった。また、看護師としての臨床経験年数
5 ～ 9 年が 1 名、10 ～ 19 年が 2 名、20 年以
上が 8 名で、そのうち、小児科経験 5 ～ 9 年が
6 名、10 ～ 14 年が 4 名、15 ～ 20 年が 1 名で
あった。PAE 取得後の活動年数は 1 ～ 3 年が 3
名、4 ～ 6 年が 8 名であった。面接時間は、平
均 55.1 分であった。全員が負荷試験を受ける
FA 学童の看護の経験者で、免疫療法を受ける
FA 学童の看護経験者が 9 名であった。外来お
よび病棟での勤務経験は、外来と病棟の勤務経
































































































































































































の仲介」であると認識している（山田 , 石井 , 
山口 , 浅野 , 2015）。PAE 資格を持つ看護師は、
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15 ～ 30 分以上の時間が経過することが多く、
症状が悪化し始めると急速に進行する（今井 , 
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性においては 20 歳代では 9.5％、30 歳代では











Comparison of sacral and buttock blood flow rates resulting from
varying head elevation angles among the elderly with standard body types
岩﨑幸恵 1）＊・阿曽洋子 1）・宮嶋正子 1）・片山恵 1）












群のほぼ 2 倍を示していた（江幡 , 渡邉 , 永
田 , 1989）。渡邉らが行った実験においても肥
満群は仙骨部の総荷重が痩せ群や標準群に比べ
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